




＜経過＞

  私共は PＭD 症患児の合併症中、上位をしめる上気道感染症の予防をテーマ

として取り組んできた。前年度は上気道感染症が気象条件や外泊、面会、リク

リエーション等との関連性の有無を調査検討し、その結果これといった特異な

関連性は見出せ得なかった。それにもまして上気道感染が誘因となり重篤な呼

吸不全の状態へと移行するのは肺機能の低下が大きな要因となっているものと

思われる。


